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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、先週か
ら引き続き4営業日連続で下落してスタートしま
した。週初はトランプ米大統領の議会演説を控え、
積極的な買いは控えられました。28日（火）から
３日続伸し、 3月2日（木） の終値は1月4日の昨
年来高値に迫りました。週末は、米株式相場の下
落や外国為替市場での円安一服を受け、主力株を
中心に売りが優勢となり前日比で下落となりまし
た。（週末引け値：19,469.17円）

 週間では、日経平均株価は0.96％の上昇、東証株
価指数は0.51％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年2月27日～3月3日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、週初は、
日経平均株価の下落や欧州の政治リスクに対する懸
念等から、投資家のリスク選好意欲が後退し買われ
ました（利回りは低下）。週央以降は、米早期利上
げ観測を背景とした米長期金利の動向を受けて上昇
（価格は下落）したものの、週末は日経平均の下落
が支援材料となり金利は低下しました。（週末引け
値：0.078％）

 週間では、10年国債金利は0.010％の上昇となりま
した。

（審査確認番号H28-TB328）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週から引き
続き上昇してスタートしました。28日（火）は、ト
ランプ大統領の演説への警戒感から13営業日ぶりに
下落したものの、同氏が施政方針演説において議会
との対立を避けたことなどが評価され、翌1日（水）
は大幅上昇となり、史上最高値を更新しました。週
末は、前日の大幅上昇の反動と原油価格の下落を受
けて下落となりました。（週末引け値：21,005.71
ドル）

 週間ではNYダウは0.88％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、3月の米追加利上げ観測が
一段と高まったことから、週を通じて日米金利差拡
大を見込んだ円売り米ドル買いが優勢となりました。
2日（木）に一時114円台前半となり、2月中旬以
来の安値水準をつけました。週末も、3月14～15
日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）での利上げ
を織り込む動きが進み、円売りドル買いが進行しま
した。（週末引け値：113円95銭～114円05銭）

 週間では米ドル/円は1.71％の円安、ユーロ/円は
2.27％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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